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ブックトークブックトーク
今月の

　気持ちのいい季節になり、GWの連休にはどこか

にお出かけする人もいるかもしれませんね。

 『妖怪一家九
つ く も

十九さん　妖怪一家の温泉ツアー』に

出てくるおじいちゃんおばあちゃんも春のある日温

泉ツアーに行くことになりました。

でも実は、この九十九さんは化野

原団地で人間に交じって暮らして

いる妖怪一家。やまんばおばあ

ちゃんはすぐなんでも食べようと

するし、見越し入道のおじいちゃ

んは巨大化して人を驚かせるのが

大好き。何かあっては大変と、い

つもこの一家を助けてくれる団地

の管理局長の的場さんが監視役としてついていくこ

とになります。騒動が起きないよう奮闘する的場さ

んですが、案の定おばあちゃんがほかのツアー客の

前でお皿ごと料理を食べてしまったり、旅館のある

海吠崎に海ぼうずらしきものが出没し、おじいちゃ

んが張り切ってしまったり。手に負えなくなり、市

役所の野中さんと九十九さん一家全員を助っ人に呼

び寄せます。さて、海ぼうずの正体とは？　一家は

無事に楽しい温泉旅行を満喫できるのでしょうか？

　旅行先では市場に行くのも楽しいものです。その

土地ならではの食材に出会えた

り、町の人とお話しできたりし

ます。『世界の市場』には、世

界12か国24の町の市場が紹介

されています。その市場の様子

や売っている物だけでなく、そ

こで売られている食材を使った

レシピや、おすすめのおやつま

で知ることができてとてもワク

ワクしますよ。探し絵のページ

もあり、隅々まで楽しめる絵本

で、眺めているだけで旅をした気分になること間違

いなしです。

ワクワク楽しい旅もあれば、やむを得ず出かける

旅もあります。「ジム・ボタンの

機関車大旅行」はフクラム国と

いう小さな島国に小包が届いた

ところから始まる物語。「13」

という謎の差出人からで、中に

はなんと男の赤ん坊が入ってい

ました。王さま、家来、ナーニ

おばさん、機関士ルーカスと機

関車のエマしかいない小さな国

で、男の子はジム・ボタンと名

付けられ成長します。ある日ジ

ムは仲良しのルーカスと機関車エマと共に、新たな

土地を目指し旅に出る決意をします。みんなのため

に、狭すぎる国を出ることにしたのです。旅の途中

で立ち寄ったマンダラ国の姫が竜の町にさらわれた

ことを知り、救出に行きます。姫をさらったのも

「13」だとわかり、ジムの生まれの秘密も解き明か

そうと考えたのです。続編の『ジム・ボタンと１３

人の海賊』もあわせて、不思議がいっぱいの奇想天

外な冒険にみなさんも出かけてみてください。

　ジムの旅には危険がいっぱいでしたが、私たちの

お出かけにも危険は潜んでいるかもしれません。そ

んな危険を回避しつつ、野外で冒

険を楽しむには『冒険図鑑』が役

立ちます。自然の中でキャンプを

したり、動植物に出会ったりする

際の服装、火おこし、有毒植物の

見分け方や料理、テント張りなど

役立つ知識が満載です。今度のお

休みの日にこの本を携えてお出か

けしてみてはいかがでしょうか。

Q1
② 北里柴三郎

Q3
② 太陽の塔

Q4 ① ドイツ
（グミはドイツ語で「噛む」という意味）

Q2
③ 紫式部

最後のページの
クイズの答え：

さあ、出かけよう、旅に出よう！
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